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概要：我々は、音楽情報に詳しくない人でも簡便に利用できる「印象に基づく楽曲検索システム」を構築して

いる。このシステムへの入力は、�対以上の印象尺度（楽曲印象を形容する語句の対からなる評価尺度）に対

する �段階評価という形で行われる。つまり、明るい印象の楽曲を検索するには、明るさに関する印象尺度

「とても明るい�明るい�少し明るい�どちらとも言えない�少し暗い�暗い�とても暗い」の中から「明る

い」を選択し、検索すればよい。このような楽曲検索を行うためには、ユーザが入力した印象と各楽曲が有す

る印象との距離を計算することが必要であり、そのためには、印象を数値化して、演算可能な形式で記述する

ことが重要である。さらに、大規模な楽曲データベースに対しても高速な検索処理を行うためには、楽曲印象

の数値化を事前に行っておくことも必要となってくる。そこで本稿では、各楽曲（標準����ファイル）が有

する印象を数値化して、ファイルに登録する「楽曲印象値自動付与システム」を提案する。なお、本システム

はクラシック系（古典的西洋音楽）の楽曲を用いて設計されているので、その処理の対象もクラシック系となる。
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我々は、誰でも簡便に利用できるユーザフレンド

リーな楽曲検索システムとして、「印象に基づく楽曲

検索システム」を構築している。印象に基づく楽曲

検索では、楽曲の印象という主観的な情報を入力と

するので、音楽情報に詳しくない人でも利用できる

し、また他の検索手段との統合によって「モーツァ

ルトの悲しい曲」といったより高度な検索も可能と

なる 9辻 ��� 佐藤 ��� 佐藤 ��� 池添 ��:。
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我々が目指すシステムは、検索したい楽曲の印象

を自然言語で入力すれば、そのような印象を持つ楽

曲が出力されるというものであるが、現段階では ��

対の印象尺度（楽曲印象を形容する語句の対からな

る評価尺度）9熊本 ��:を提示し、�対以上の印象尺

度に対する �段階評価により動作するシステムを構

築している。つまり、明るくて楽しい楽曲を検索し

たいときは、明るさに関する印象尺度「とても明る

い�明るい�少し明るい�どちらとも言えない�少

し暗い�暗い�とても暗い」の中から「明るい」を

選択し、楽しさに関する印象尺度「とても楽しい�

楽しい�少し楽しい�どちらとも言えない�少し悲

しい�悲しい�とても悲しい」の中から「楽しい」

を選択して、検索すれば、目的とする楽曲が得られ

るというものである。

さて、以上のようなシステムを構築するためには、

ユーザが入力した印象と各楽曲が有する印象との距

離を計算することが必要であり、そのためには、印

象を数値化して、演算可能な形式で記述することが

重要である。さらに、大規模な楽曲データベースに

対しても高速な検索処理を行うためには、楽曲印象

の数値化を事前に行っておくことも必要となってく

る。そこで本稿では、楽曲が有する印象を数値化す

るための手法として「楽曲印象値自動付与手法」を提

案する。本手法は、標準����ファイル形式（フォー

マット �または �）�� の楽曲を対象としており、楽曲

から抽出される物理的特徴量に基づいてその楽曲の

印象値（それぞれの印象尺度に対し �つの実数値が

付与される）を算出する。なお、本手法は.��)�4%

7*上に実装されており、「楽曲印象値自動付与シス

テム」として近日公開予定である。本稿では当シス

テムの実装について述べるとともに、その公開情報

についても触れる。

� 提案手法の設計方針

楽曲印象を数値化したものを「楽曲印象値」と呼

び、楽曲から抽出され、楽曲印象値を計算するため

に用いられる物理的特徴量を「楽曲特徴量」と呼ぶ

ことにすると、「楽曲印象値自動付与手法を設計す

る」とは、楽曲（標準����ファイル）からどのよう

�� ����用語は文献 �田辺 ���を参考にしている。

な楽曲特徴量を抽出し、どのような計算式を用いて、

どのような楽曲印象値を出力するのか、という問題

に帰着する。そこでまず、楽曲印象値や楽曲特徴量、

楽曲印象値計算式の設計方針について考察する。

��� 楽曲印象値の設計方針

文献 9池添 ��:では、*�（*����#�� ��;�	��#��
）

法に基づく主観評価実験データに対する因子分析の

結果から、音楽感性空間と呼ばれる <次元の因子空

間を構成し、ユーザが入力する印象と楽曲が有する

印象とをこの空間内の座標値として表している。し

かしながら、因子軸の意味の解釈は人手によるので

個人差があり、楽曲に付与された座標値が実際にど

のような印象を表しているのかを端的に示すことは

難しい。また、楽曲の印象を �つの点で表している

ため、すべての印象尺度（彼らのシステムでは �個）

に何らかの値を入力しなければならず、印象尺度に

対する評価として「どちらでもない（楽曲印象値が

不定な状態）」を認めていない。そのため、明るい楽

曲を検索するつもりで、明るさに関する印象尺度の

評価を「明るい」にしても、実際には明るさ以外の

印象尺度に対して「どちらとも言えない」に相当す

る値（�点～�点の �段階評価では =点）を持つ楽

曲が検索されることになる 9佐藤 ��:。

現在、我々はユーザが入力できる印象を ��対の印

象尺度の組み合わせ（��� � �通り）という形で規定

している 9熊本 ��:。各印象尺度は楽曲の印象を形容

する語句の対から構成されており、ユーザは �対以

上の印象尺度に対し �段階評価を行うことにより検

索したい楽曲の印象を入力することができる。そこ

で我々は、各印象尺度における �段階評価結果を �

から �の値に対応させ、楽曲印象値を同じ数値軸上

（つまり印象尺度上）の実数値として表すことにす

る。これにより、各印象尺度において楽曲印象値が

どのような印象を表現しているのか明確になるし、

ユーザが入力する「どちらでもない」という評価結

果をその印象尺度に関しては点がない状態だと考え

れば、「どちらでもない（無得点）」と「どちらとも

言えない（=点）」の区別が可能となる。なお、我々

が提案している印象尺度は表 �のとおりである。

��� 楽曲特徴量の設計方針

標準����ファイルを対象とする楽曲検索研究で

は、楽曲特徴量として、音の高さや強さ、長さ、リズ

�
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表 �� 我々が提案している印象尺度 �熊本 ���

>�� 印象尺度を構成する語句の対

� 静かな � 激しい

� 落ち着いた � 忙しい

? 爽やかな � 重苦しい

= 明るい � 暗い

< 荘厳な � 軽々しい

� ゆったりとした � 窮屈な

� 綺麗な � 綺麗でない

� 楽しい � 悲しい

� 気持ちが落ち着く � 気持ちが高揚する

�� 心が癒される � 心が傷つく

ムやテンポ、拍子、調性（短調／長調）等の音楽構成

要素に対する平均や分散、時間的割合といった静的

な特徴量を用いていることが多い 9佐藤 ��� 佐藤 ���

池添 ��:。しかしながら、本来時系列データである

楽曲を静的な特徴量だけで表現するのは本質的に限

界があるものと考えられる。

そこで我々は、楽曲のダイナミックな変化を表現

するために、音の ? 要素である音の「高さ・強さ・

長さ」と知覚への影響が大きい「音色」を対象に、

> グラム統計量をベースにした楽曲特徴量を設計

することにする。但し、> グラム統計量の > の値

が大きくなるとデータスパース性という問題が生

じてくるので、今回は ����	�� から <!�	�� まで

の > グラム統計量を利用することにした。従来研

究 9辻 ��� 佐藤 ��� 佐藤 ��:でも、このような音の時

間的推移を考慮した特徴量として、連続する ?音の

音の高さや長さの推移をパターン化したものなどが

提案されているが、連続する音の数が一定（つまり

#	��	��のみ）であり、限定的な時間推移しか取り

扱えなかった。

��� 楽曲印象値計算式の設計方針

楽曲特徴量から楽曲印象値を計算するための方法

としては、重回帰式のような直線近似ベースの方法

とニューラルネットワークのような曲線近似ベー

スの方法とが考えられる。一般に後者の方がより

高い検索精度を得られる可能性があるが 9池添 ��:、

ニューラルネットワークでは計算式がブラックボッ

図 �� 楽曲印象値自動付与手法の設計手順

クス化されてしまうため、個人適応への応用（例え

ば、楽曲印象の受け取り方や受け取った印象の表現

の仕方における個人差を楽曲印象値計算式等に反映

させること）が難しくなると考えられる。

そこで我々は、標準 ���� ファイルから抽出さ

れる物理的特徴量を説明変数、印象尺度 �（� @

�� �� � � � � ��）における楽曲印象値を目的変数とする

重回帰分析（変数増加法）9管 ��:を行い、その結果

に基づいて、楽曲印象値計算式（重回帰式）と楽曲

特徴量（重回帰式を構成する説明変数）を決定する

ことにする。ニューラルネットワークの利用は今後

の課題としたい。

� 提案手法の設計

前章で述べた設計方針に基づいて、楽曲特徴量及

び楽曲印象値計算式を設計する。具体的には、図 �

に示した設計手順に従って設計する。以下、この流

れに沿って、各手順を説明する。

��� 印象評価実験による印象値データの獲得

楽曲が有する印象を数値化する際の基準となる

データを得るために、*� 法に基づく主観評価実験

として、以下のような印象評価実験を行った。

被験者は、男性 ?�名、女性 ��名の計 ���名であ

り、プロレベル（演奏家としての収入があるような

?
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人）�名、セミプロレベル（音楽大学などで専門的に

勉強したような人）�名、アマチュアレベル（バン

ドやオーケストラ、合唱団などに入っているような

人）��名、趣味レベル（以上の条件には該当しない

けれども一応演奏できるような人）=�名、未経験者

（ほとんど演奏できないような人）��名と音楽経験

が豊かでない人も多数含まれていた。印象に基づく

楽曲検索は、音楽経験の豊富な人というよりも、そ

うでない人に対して特に有効な検索手段であり、そ

ういう人の音楽感性を反映したデータを利用するこ

とは提案手法を設計する上で重要なことと言える。

また、実験で用いた楽曲は標準����ファイル形式

のクラシック �� 曲であり、インターネット上で公

開されていたものを採用した。但し、実験時間の都

合により、楽曲聴取に要する平均試聴時間が �分前

後となるよう楽曲の長さを調整した。被験者は、各

楽曲を �回まで試聴することができ、その間にすべ

ての印象尺度に対し �段階評価もしくは「どちらで

もない」の評価を行うことが求められた。

ここで、各印象尺度の �段階評価結果に対し点数

を割り振った。例えば、明るさに関する印象尺度で

は、「とても明るい」を �点、「明るい」を �点、「少

し明るい」を <点、「どちらとも言えない」を =点、

「少し暗い」を ?点、「暗い」を �点、「とても暗い」

を �点とし、「どちらでもない」は無得点とした。

以上の結果得られた ������個（���人� ��曲�

��印象尺度）のデータから各楽曲毎の平均を求め、

印象値データ（���個 @ ��曲� ��印象尺度）とし

た。但し、無得点のデータは事前に除外し、計算に

は用いなかった。

��� 楽曲基本特徴量の抽出

標準����ファイル形式（フォーマット �または

�）の楽曲から各トラックチャンク各チャネル毎に楽

曲基本特徴量を抽出し、それぞれを �つのストリー

ムデータとする。例えば、� トラックチャンク・?

チャネルの楽曲からは ?つのストリームデータが生

成される。抽出される楽曲基本特徴量は、音の高さ、

音の強さ、音の長さ、音色情報の =種類であり、そ

れぞれノートナンバー値、オンベロシティ値、ノー

トオンメッセージからノートオフメッセージが到着

するまでの時間（ミリ秒）、A�規格に基づく音色番

号に対応している。

��= �� ��� =�

=�� �= ��� =�

� % % %

��= �� ��� =� �� ��� =� �� ��� =�

� % % %

�=� �� ��� =�

図 �� 楽曲基本特徴量の抽出例

ここで、楽曲基本特徴量の抽出例としてストリー

ムデータの一例を図 �に示す。ストリームデータに

おいて、各行の第 �列が音の長さ、第 �列が音の高

さ、第 ?列が音の強さ、第 =列が音色情報に対応し

ている。また、同一トラックチャンク同一チャネル

において、�音以上が同時に発音している場合を「和

音」と定義し、和音がある場合は、�音目以降の楽

曲基本特徴量（音の長さを除く）を第 <列以降に繰

り返し記述する。また、各チャネルにおいて、その

チャネルの無音状態を休符と定義し、音の長さを �、

音の長さ以外を記号「%」で表す。

��� �グラム特徴量の生成

>グラム特徴量は、楽曲特徴量の候補となる特徴

量であり、以下の手順で楽曲基本特徴量から生成さ

れる。

［�グラムの生成］

まず、各ストリ－ムデータから =種類の楽曲基本特

徴量を分離し、音色情報からは ����	��（� @ �）を、

それ以外の特徴量からは>グラム（� @ �� �� ?� =� <）

を生成する。例えば、図 �に示された抽出例の音の

高さからは図 ?のような >グラムが生成される。な

お、和音は、値の大きい順に並べ替えられ、リスト

形式の入れ子として記述される。

［�グラムの抽象化］

次に、音色情報以外の楽曲基本特徴量から生成さ

れた >グラムの各要素 B�� �� � � ��� Cを表 �、表 ?

の抽象化ルールに基づいて置換する。表 �のルール

は、各 > グラムの第 � 要素 �� に適用され、楽曲

基本特徴量の種類に応じてその要素を置換する。こ

のとき、リスト形式の入れ子を �つの記号（例えば

��!��!��）で記述するとともに、楽曲基本特徴量の

種類を示すためのタグとして、音の高さなら �、音

の強さなら /、音の長さなら )を付加する（例えば

=
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����	��- B��CB�=CB%CBB�� �� ��CCB%CB��C

'��	��- B�� �=CB�= %CB% B�� �� ��CCBB��

�� ��C %CB% ��C

#	��	��- B�� �= %CB�= % B�� �� ��CCB% B��

�� ��C %CBB�� �� ��C % ��C

=!�	��- B�� �= % B�� �� ��CCB�= % B�� ��

��C %CB% B�� �� ��C % ��C

<!�	��- B�� �= % B�� �� ��C %CB�= % B��

�� ��C % ��C

図 �� �グラム生成の例（音の高さの場合）

表 �� 第 �音 �� の抽象化ルール

楽曲基本特徴量 抽象化ルール

音の高さ 何もしない

音の強さ �����の商に �を足した値

で置換する。但し、�� @ �

のときは何もしない。

音の長さ ���<�の商に �を足した値

で置換する。但し、�� @ �

のときは何もしない。

���!��!��）。一方、表 ?のルールは、各 >グラムの

第 �要素以降 ��（� @ �� � � � � �）に適用され、その

直前の要素 ���� との比較結果に応じて �� を対応す

る記号で置換する。このとき、���� と �� の比較は、

それぞれの最大値同士、最小値同士で行われるが、

和音以外では最大値 @最小値として扱われる。

以上の処理の結果、例えば、図 ?の >グラムは抽

象化され、図 =のようになる。ここで、音の高さの

場合を例に、抽象化による異なり >グラム数の変化

を表 =に示す。

［�グラム特徴量の生成］

以上のようにして抽象化された >グラムの異なり

>グラムを、本稿では「>グラム特徴量」と呼ぶ。そ

して、それぞれの >グラム特徴量は、その相対出現

頻度に重み � を掛けたものを値として持つ。但し、

相対出現頻度は、楽曲基本特徴量の種類毎、>グラ

ム統計量の >値毎に計算され、小数点第 =位で四捨

五入される。例えば、図 =の '��	��からは =つの

> グラム特徴量が生成され、B�� ��C の相対出現頻

表 �� 第 �音以降 ��（� � �� � � � � �）の抽象化ルール

直前音 ���� 対象音 �� 記号

% % %�

% � %3

� % 3%

B� � � � �C B大きい � � � 大きいC �

B� � � � �C B大きい � � � 同じC �

B� � � � �C B大きい � � � 小さいC �)

B� � � � �C B同じ � � � 大きいC �

B� � � � �C B同じ � � � 同じC �

B� � � � �C B同じ � � � 小さいC )

B� � � � �C B小さい � � � 大きいC )�

B� � � � �C B小さい � � � 同じC )

B� � � � �C B小さい � � � 小さいC )

記号「�」は任意の有音（つまり %以外）を表して

いる。

����	��- B���CB��=CB�%CB���!��!

��CB�%CB���C

'��	��- B��� )CB��= 3%CB�% %3CB���!��!��

3%CB�% %3C

#	��	��- B��� ) 3%CB��= 3% %3CB�% %3

3%CB���!��!�� 3% %3C

=!�	��- B��� ) 3% %3CB��= 3% %3 3%CB�% %3

3% %3C

<!�	��- B��� ) 3% %3 3%CB��= 3% %3 3% %3C

図 	� �グラム抽象化の例（音の高さの場合）

度は ��=��、それ以外の相対出現頻度は �����とな

る。一方、重み �には表 <に示すような ?種類の重

み付け方法を用意した。

��� �グラム特徴量の選択

表 =に示されたように、抽象化により異なり >グ

ラム（すなわち >グラム特徴量）の数は約半分に減

少しているが、それでもまだ �����のオーダーであ

る。重回帰分析の性質上、説明変数となる >グラム

特徴量の数は、目的変数である印象値データのサン

プル数（@ ��）よりも �個以上（?個以上が推奨さ

れている）少なくなければならない 9管 ��:。そこで

我々は、> グラム特徴量の数が多くても ��個を超

<
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表 	� �グラム抽象化による異なり �グラ

ム数の変化（音の高さの場合）

抽象化前 抽象化後

����	�� ����� �����

'��	�� ����� ?�?=�

#	��	�� ����=� =�<��

=!�	�� �?�<�� <����

<!�	�� �=��=� ��?�?

表 
� �種類の重み付け方法

重み 楽曲基本 重み
タイプ 特徴量 （算出方法）

�� 全種類 �

�� 音の長さ �

上記以外
�
音の長さ

�� 音の長さ �

音の強さ
�
音の長さ

上記以外
�
音の強さ ��

�
音の

長さ

えないよう、以下のような方法で >グラム特徴量の

取捨選択を行った。

［相対出現頻度によるスクリーニング］

まず、各楽曲における >グラム特徴量の相対出現

頻度がいずれの楽曲においても ���� 未満であった

>グラム特徴量を除外した。この操作により、>グ

ラム特徴量の数は表 �のように変化した。但し、こ

の操作は音色情報に対しては行っていない。

［相関係数による�グラム特徴量の選択］

次に、> グラム特徴量と印象値データとの相関

係数を求め、その絶対値が大きかった特徴量（最大

�� 個）を重回帰分析のための説明変数として選択

した。このとき、> グラム特徴量の > 値の組み合

わせとして、����	��のみ、'��	��のみ、'��	��

と #	��	��、'��	��から =!�	��まで、'��	��から

<!�	��まで、の < 通りを用意したので、この < グ

ループのそれぞれにおいて >グラム特徴量の選択を

行った。

表 �� スクリーニングによる �グラム特徴

量数の変化（音の高さの場合）

処理前 処理後

����	�� ����� ���

'��	�� ?�?=� =?�

#	��	�� =�<�� <�?

=!�	�� <���� ��?

<!�	�� ��?�? ��<

��� 重回帰分析による � グラム特徴量と印象値

データの対応付け

楽曲特徴量及び楽曲印象値計算式を決定するため

に、?�= で選択された > グラム特徴量を説明変数、

印象尺度�（� @ �� �� � � � � ��）における楽曲印象値

（*�法に基づく印象評価実験の結果）を目的変数と

する重回帰分析（変数増加法）を行った。このとき、

説明変数に用いる > グラム特徴量の > 値の組み合

わせは、?�=で述べたように、<通りあり、重みタイ

プには ��、��、�� の ?種類を用いたので、結局、

各印象尺度毎に �<回の重回帰分析を行った。

��� 楽曲特徴量及び楽曲印象値計算式の選択

さて、各印象尺度毎に �<回の重回帰分析を行った

わけだが、その中で自由度修正済み決定係数 	�
�
��

9管 ��:が最も大きかった重回帰式を楽曲印象値計算

式として採用し、その重回帰式を構成する説明変数

（> グラム特徴量）を楽曲特徴量と定義した。ここ

で、各印象尺度において 	�
�

が最大となる >値の組

み合わせ及び重みタイプを、そのときの 	�
�

ととも

に表 �に示す。なお、表 �は、� @ <の > グラム

特徴量（<!�	��）が用いられなかったことを示して

おり、>グラム特徴量における >値としては =まで

で十分なことを示唆している。

ここで、印象尺度 �の場合を例に、設計された楽

曲特徴量と楽曲印象値計算式の偏回帰係数及び定数

�� サンプル数と説明変数の数との差が小さいと、決定係数は
大きくなる傾向がある。この不具合を修正したのが自由度
修正済み決定係数であり、次の式で計算される。

��
�

� ��
������ � � �	

������ � �	

但し、��
 残差平方和、���
 偏差平方和、�
 サンプル
数、�
 説明変数の数

�
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表 �� 自由度修正済み決定係数 ��
�

が最大

となる�値の組み合わせと重みタイプ、及

びそのときの自由度修正済み決定係数

印象尺度 >値 重みタイプ 	�
�

� � �� ���<�

� �� ? �� ���<�

? � �� �����

= �� ?� = �� ���=�

< � �� �����

� �� ?� = �� ���=�

� � �� �����

� �� ?� = �� ����=

� �� ? �� ���?�

�� � �� ����=

表 
� 印象尺度 � における楽曲特徴量と楽

曲印象値計算式の偏回帰係数及び定数項

楽曲特徴量 係数 楽曲特徴量 係数

% !?��?< /= 3% ������

=� !?���< /�!<!= ) ���=�<

=? !<��== /�� � ��<<�

=� ��??= /�� � !<���?

=� !��?�� /�� � !=����

�== ) !������ )? � !�����

���!<� � <����� )? � !�����

��?!�= � !���?<� )= � !�����

���!�� � !�?��=< )<� ) �?����

���!�� � ������ )�� ) ������

定数項 <���<

項を表 �に示す。印象尺度 �の場合の重みタイプは

�� なので、楽曲から抽出される楽曲特徴量の相対出

現頻度に重み �を掛けた値が楽曲印象値計算式（重

回帰式）に代入され、その楽曲の印象尺度 �におけ

る楽曲印象値が算出される。

� システムの実装

我々は提案手法を.��)�4% 7* 上に実装し、楽

曲印象値自動付与システムとした（.��)�4% ��

*����) D)�#���、>E、����、FG上で動作を確認し

図 
� 楽曲印象値自動付与システム（メイン画面）

図 �� 楽曲印象値自動付与手法の処理手順

た）。本システムのメイン画面のスナップショット

を図 < に示す。図中、「楽曲の選択」ボタンは、楽

曲印象値を付与したい楽曲をファイル単位もしく

はフォルダ単位で選択するためのコマンドであり、

このコマンドが実行されなかった場合は、デフォル

トとして本システムが実装されているフォルダが

選択される。「印象値の自動付与」ボタンは、選択

された楽曲の楽曲印象値を計算し、既定のファイル

（��)���4#）に登録するためのコマンドである。この

ファイルは、�%/（カンマ区切り）形式のファイルで

あり、�行 �楽曲で、各行の第 �要素に標準 ����

ファイル名（拡張子は含まない）、第 � H �要素に

印象尺度 � に対する楽曲印象値という並びで登録

される。

ここで、本システムに実装されている楽曲印象値

自動付与手法の処理手順を図 �に示す。入力は標準

���� ファイル形式（フォーマット �または �）の

楽曲であり、各印象尺度毎に �個の楽曲印象値（実

数値）が出力される。処理手順中、「楽曲基本特徴量

の抽出」と「>グラム特徴量の生成」は図 �で示さ

れた処理と同じであり、標準����ファイルから >

�
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グラム特徴量が生成される。この >グラム特徴量の

中から楽曲特徴量が抽出され、その相対出現頻度に

重み �を掛けた値が楽曲印象値計算式に代入される

ことによって楽曲印象値が算出される。但し、抽出

される楽曲特徴量、用いられる重み �、適用される

楽曲印象値計算式は、それぞれ印象尺度毎に定義さ

れており、それぞれの値・式を用いて、各印象尺度

における楽曲印象値が算出される。

� システムの公開

我々は、「印象に基づく楽曲検索」研究に必

要なツールやデータ、資料の公開を進めてお

り 9熊本 ��:、その一環として、今回実装した「楽

曲印象値自動付与システム」も近日中に公開す

る予定である。公開場所は我々のホームページ

（�##�-II444���	
����
�I
#I��??I	�%��	����#�
）上

であり、システム利用に際しての主な条件は、（�）原

則として性能評価・比較のための学術的利用に限る、

（�）ソースコードの解読及び改変を禁止する、（?）

システムの第三者への配布を禁止する、の ? 点を

予定している。なお、システムは実行ファイル形式

（J��3�）で配布され、そのファイルサイズは �<��K

程度になる。

� まとめ

本稿では、標準����ファイル形式（フォーマッ

ト �または �）の楽曲（特にクラシック系）を対象

に、楽曲の印象を数値化して、既定のファイルに登

録するための手法を提案し、楽曲印象値自動付与シ

ステムとして.��)�4% 7* 上に実装した。提案手

法は、標準����ファイルから楽曲特徴量（>グラ

ム統計量をベースに設計された特徴量）を抽出し、

その相対出現頻度に重み �を掛けた値を楽曲印象値

計算式に代入することによって、楽曲印象値（��対

の印象尺度に対し各々 � 個の実数値）を算出する。

提案手法が用いている楽曲特徴量及び楽曲印象値計

算式は、*�法に基づく印象評価実験（被験者 ���名

がクラシック �� 曲を聴取し、楽曲印象値を付与し

た）の結果に基づいて各印象尺度毎に設計されたも

のであり、被験者 ���名による楽曲印象値の平均値

を目的変数、標準����ファイルから抽出可能な >

グラム統計量ベースの特徴量を説明変数とする重回

帰分析の結果に基づいている。すなわち、決定され

た重回帰式が楽曲印象値計算式として採用され、そ

の重回帰式を構成する説明変数が楽曲特徴量として

定義されている。

今後の課題としては、提案手法の性能評価を行う

とともに、現在構築している印象尺度ベースの楽曲

検索システムを完成させたい。更には、任意の印象

表現（テキスト形式）を入力可能な楽曲検索システ

ムや、音楽感性（楽曲印象の受け取り方）や言語感覚

（印象を表現する言葉の選び方）における個人差を考

慮した楽曲検索システムの開発にも取り組みたい。
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